○滝川地区広域消防事務組合消防吏員の階級昇任規程

制　定　平成３年４月26日訓令第５号

改正　平成22年６月16日訓令第７号
平成26年３月28日訓令第１号
　滝川地区広域消防事務組合消防吏員の階級昇任規程（昭和58年訓令第５号）の全部を改正する。

　（趣旨）

第１条　この規程は、消防長の任命する消防吏員（以下「吏員」という。）の階級昇任（以下「昇任」という。）について必要な事項を定める。

　（昇任の定義）

第２条　この規程で昇任とは、現に任命されている階級から上位の階級に任命することをいう。

　（昇任区分）

第３条　昇任は、昇任資格試験によるものと、選考によるものとに分ける。

　（昇任資格試験の受験資格）

第４条　昇任資格試験は、消防司令補試験と消防士長試験の２種類とし、受験資格は別表で定める在職期間を有する者とする。

２　前項の在職年数の計算には、休職又は停職の期間は算入しない。

３　次の各号の一に該当する者は、前条の試験を受けることができない。

　⑴　試験日前１年以内に、地方公務員法（昭和25年法律第261号）第28条に定める分限処分又は第29条に定める懲戒処分を受けた者

　⑵　疾病等により正常な消防業務に服することができない者

　（試験の実施方法）

第５条　昇任資格試験は学科試験と実科試験とし、学科試験に合格しなければ実科試験を受けることができない。ただし、消防長が特に認めた場合は、試験科目の一部を省略することができる。

２　学科試験は、次の各号の科目について行う。

　⑴　基礎法学

　⑵　消防関係法規

　⑶　消防実務

　⑷　社会常識

　⑸　論　　文

３　実科試験は、次の科目について行う。

　　部隊訓練

４　試験は、全国消防長会北海道支部消防吏員昇任資格試験委員会に委託することができる。

　（昇任資格試験の告知）

第６条　昇任資格試験を行う場合は、職員に対し、あらかじめ実施計画について告知する。

２　前項の告知は、関係文書の掲示その他の方法による。

　（受験手続き）

第７条　受験希望者は、昇任資格試験受験申請書（別記第１号様式）により、所定の期日までに消防長に申請しなければならない。

　（合格基準）

第８条　試験の合格基準は、全科目平均点数が60パーセント以上とする。ただし、全科目のそれぞれの点数が40パーセントに満たない場合は、不合格とする。

　（合格の通知及び登録）

第９条　昇任資格試験に合格したときは、合格者に対し合格通知書（別記第２号様式）により通知するとともに、昇任候補者名簿（別記第３号様式）に登録する。

　（合格の取消）

第10条　前条の登録から昇任までの間に、不正な方法により試験を受け又は試験の際不正な行為をしたことが明らかになった者は、その合格を取り消す。

　（試験当日の受験者の取扱）

第11条　試験当日が勤務日の受験者については、当該時間のみ職務に専念する義務を免除する。ただし、受験中災害が発生した場合は、消防長の指示に従うものとする

　（昇任の時期）

第12条　消防長は、昇任を必要とする状態となったときは、昇任候補者名簿に登録されている者の中から昇任させる。

　（選考による昇任）

第13条　消防長は、前条の規定にかかわらず勤務成績が優秀で特に必要と認めた場合又は職員が次の各号の一に該当する場合は、選考により昇任させることができる。

　⑴　職務遂行のために死亡し、又は心身に著しい障害を有し終身労務に服することができなくなったとき。

　⑵　在職中に危篤に陥ったとき。

２　消防司令以上及び消防副士長への昇任は、勤務成績その他能力の実証に基づき選考する。

　（昇任審査委員会の設置）

第14条　試験及び選考の公正を期するため、昇任審査委員会（以下「委員会」という。）を置く。

　（組織等）

第15条　委員会の委員は、消防長、本部次長、課長、署長、支署長をもって構成する。

２　委員会に委員長を置き、消防長がその職にあたる。

３　委員長は、会務を総理し、委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代理する。

　（招集）

第16条　委員会は、必要に応じて委員長が招集する。

　（職務）

第17条　委員会の職務は、次の各号に掲げるところによる。

　⑴　試験の公示及び実施に関すること。

　⑵　試験合格者の決定に関すること。

　⑶　選考による昇任者の決定に関すること。

　⑷　試験及び選考の実施に必要な調査に関すること。

　⑸　その他試験及び選考について必要と認める事項。

　（委任）

第18条　この規程の施行について必要な事項は、消防長が別に定める。

　　　附　則

（施行期日）

１　この規程は、公布の日から施行する。

（経過措置）

２　この規程の施行の日の前日において、芦別市消防本部又は赤平市消防本部の消防吏員であった者で、引き続き滝川地区広域消防事務組合の消防吏員に任命されたものの、第４条の昇任資格試験の受験資格に係る在職期間の年数は、通算する。
　　　附　則（平成22年６月16日訓令第７号）

　この規程は、公布の日から施行する。

別表（第４条関係）
	 昇任資格試験を受け

 ようとする階級
	在職期間

	消防士長
	 １．大学を卒業した者　　２年以上消防士又は消防副士長の階級にあった者

 ２．短大を卒業した者　　４年以上消防士又は消防副士長の階級にあった者

 ３．高校を卒業した者　　６年以上消防士又は消防副士長の階級にあった者

 ４．前歴者の期間換算は別に消防長が定める

	消防司令補
	 ３年以上消防士長の階級にあった者


